
令和６年３月１８日 

出場チーム監督 各位 

第 2９回全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会 

大会委員長  久保田 裕 

審判委員長  村田 孝幸 

 

 

競技試合順および審判の担当について 

 

 

今大会の試合運営は帯同審判員制となっておりますが、1stレフェリー(主審)は大会本部派遣レフェ

リーが務めますので、チーム帯同審判員には 2ndレフェリー(副審)を務めていただきたく存じます。 

また、併せて補助審判も当該の試合を担当いただきますので、ご協力のほど宜しくお願いいたします。 

 

 

１．1日目・2 日目【3月 27 日・28日】の試合順および審判担当 

（１）試合順・審判担当 

 
 

（２）補助審判           

①スコアラー2名(補助 1名を含む)、ラインジャッジ 4 名、点示 2名 合計 8 名を用意する。 

②2 日目第 6試合の補助審判については、第 5 試合(前試合)の負けチーム 2 校で協力して行う。

            

２．3日目【3 月 29 日(金)】 

（１）1st(主審)・2nd(副審)・スコアラー・ラインジャッジ・点示のすべてを本部で担当いたします。 

（２）決勝戦は男子、女子の順に特設コートで行うので、あらためて試合開始時刻を設定する。 

 

３．その他 

（１）1・2日目の試合について、プログラムに記載された時刻は試合開始時刻とし、この時刻より遅

れることはあっても早まることはない。 競技時刻が遅れた場合は、前の試合が終了次第にプロ

トコールを開始する。 

（２）試合が連続する場合は、前の試合終了時刻の 15 分後にプロトコールを開始する。 

（３）プロトコール開始までの試合コートでのボールの使用については、次の試合するチームに限り、

使用を認める。ただし、隣のコートで試合を行っている場合は、十分配慮の上、使用すること。 

（４）ラリー中に隣のコートからボールが侵入した場合はラリーを止め、ノーカウントとする。 

（５）派遣審判員が急遽配置できない場合は、チームに 1stのご協力をお願いすることがあります。 

 

 

以 上 

＜1～5リーグ戦（A･C･Eコート）＞ ＜6～10リーグ戦（B･D･Fコート）＞

試合順 2nd・補助審判 試合順 2nd・補助審判

第1試合 1 VS 2 4 第1試合 6(1) VS 7(2) 9(4)

第2試合 3 VS 5 1 第2試合 8(3) VS 10(5) 6(1)

第3試合 2 VS 4 5 第3試合 7(2) VS 9(4) 10(5)

第4試合 1 VS 3 2 第4試合 6(1) VS 8(3) 7(2)

第5試合 4 VS 5 3 第5試合 9(4) VS 10(5) 8(3)

第1試合 1 VS 4 5 第1試合 6(1) VS 9(4) 10(5)

第2試合 2 VS 3 4 第2試合 7(2) VS 8(3) 9(4)

第3試合 1 VS 5 2 第3試合 6(1) VS 10(5) 7(2)

第4試合 3 VS 4 1 第4試合 8(3) VS 9(4) 6(1)

第5試合 2 VS 5 3 第5試合 7(2) VS 10(5) 8(3)
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